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東
京
都
西
東
京
支
部

元
角
昌
三
支
部
長

ラ
ジ
オ
出
演

西
東
京
支
部
元
角
昌
三
支

部
長
が
三
月
十
七
日
（
水
）

十
三
時
か
ら
十
三
時
三
十

分
『
Ｆ
Ｍ
西
東
京
限
』
の
メ

イ
ン
番
組
「
元
気
が
つ
な
が

る
～
ウ
エ
ス
ト
ビ
ズ
」
に
出

演
、
人
気
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

長
谷
さ
お
り
さ
ん
と
元
角

支
部
長
と
の
対
談
が
行
れ

ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
西
東
京
は
本
局
の
あ

る
西
東
京
を
中
心
に
東
京
多

摩
地
区
で
広
く
聴
取
で
き
る

ほ
か
、
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン

で
全
国
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で

動
画
配
信
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

番
組
の
内
容
は
「
一
般
社
団

法
人
日
本
善
行
会
」
が
設
立

八
十
四
年
を
迎
え
た
由
緒
あ

る
会
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

善
行
会
全
般
に
つ
い
て
の
話

し
や
西
東
京
支
部
の
設
立
経

緯
、
全
国
か
ら
長
年
善
行
を

重
ね
ら
れ
た
方
々
を
お
招
き

し
て
の
明
治
神
宮
参
集
殿
に

お
い
て
の
春
・
秋
の
善
行
表

彰
及
び
秋
篠
宮
様
の
「
皇
嗣

殿
下
ご
接
見
」
の
説
明
、
昨

年
十
二
月
東
久
留
米
市
立
西

中
学
校
音
楽
部
へ
の
善
行
表

彰
状
贈
呈
式
の
報
告
、
今
後

の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
の
楽

し
い
三
十
分
で
し
た
。
放
送

後
多
く
の
方
々
か
ら
「
放
送

を
聞
い
た
よ
」
と
の
連
絡
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

板
橋
支
部
が
あ
る
板
橋
区

は
、
東
京
北
西
部
に
位
置
し
、

人
口
は
約
五
十
七
万
人
で

す
。「

板
橋
」
と
い
う
地
名
は
、

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る

石
神
井
川
に
架
け
ら
れ
た
板

の
橋
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

板
橋
は
、
東
京
の
北
の
玄

関
口
と
も
言
わ
れ
、
江
戸
時

代
五
街
道
の
一
つ
中
仙
道
の

板
橋
宿
（
上
宿
、
中
宿
、
平

尾
宿
）
を
分
岐
点
と
し
た
川

越
街
道
が
通
り
、
宿
場
町
を

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

東
京
都
板
橋
支
部

支
部
長
　
平
岩
　
宏
子

中
心
に
人
々
が
集
い
栄
え
、

商
業
、
農
業
、
工
業
と
各
産

業
が
発
展
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
中
仙
道
沿
い
に「
志

村
一
里
塚
」
が
あ
り
、
日
本

橋
か
ら
一
里
（
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
毎
に
建
て
ら
れ

た
三
箇
所
目
の
塚
で
す
。
板

橋
地
域
を
含
む
武
蔵
野
は
、

庭
木
と
し
て
け
や
き
が
多
く

植
林
さ
れ
、
川
越
道
中
に

も
「
五
本
け
や
き
」
と
言
う

有
名
な
道
標
が
あ
り
、
か
つ

て
旅
人
達
が
「
こ
れ
よ
り
江

戸
に
入
っ
た
」
と
喜
ん
た
と

か
・
・
・
。

他
に
も
多
く
史
跡
、
旧
跡

が
あ
り
、
武
蔵
野
の
面
影
を

今
に
残
す
赤
塚
、
徳
丸
、
成

増
地
域
の
郷
土
芸
能
や
自
然

景
観
は
、
板
橋
の
長
い
歴
史

の
誇
り
で
も
あ
り
、
緑
と
文

化
の
街
と
調
和
し
つ
つ
自
然

と
歴
史
の
散
策
も
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

春
一
番
、「
板
橋
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
区
内
外
か
ら
一
万
五
千

人
を
超
え
る
参
加
ラ
ン
ナ
ー

が
、
早
春
の
荒
川
の
土
手
を

走
り
ぬ
け
、
健
康
で
明
る
い

豊
か
な
生
活
を
目
標
に
板
橋

区
と
関
係
団
体
の
協
働
に
よ

る
賑
わ
い
を
創
出
し
、
完
走

率
九
十
六
％
超
と
参
加
者
数

全
国
ト
ッ
プ
を
誇
り
自
然
豊

か
な
板
橋
の
魅
力
を
海
外
に

も
発
信
し
て
い
ま
す
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
、「
い

た
ば
し
花
火
大
会
」
が
八
月

上
旬
に
荒
川
を
挟
ん
で
埼
玉

県
戸
田
市
と
同
時
に
開
催
さ

れ
東
京
最
大
の
一
尺
五
寸
玉

と
尺
玉
を
含
む
一
万
発
以
上

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
を

彩
る
大
輪
と
共
に
、
お
腹
に

響
く
音
も
花
火
の
醍
醐
味
で

す
。〝
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
〟
に

載
っ
た
「
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
滝
」

は
必
見
で
す
。
階
段
状
に
整

備
さ
れ
た
荒
川
の
土
手
は
花

火
観
覧
に
最
適
で
五
十
万
人

超
え
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま

す
。秋

は
、「
区
民
ま
つ
り
」
が

東
上
線
大
山
駅
周
辺
で
二

日
間
行
わ
れ
、
老
若
男
女

四
十
万
人
超
え
の
来
場
者
が

パ
レ
ー
ド
や
踊
り
、
御
神
輿
、

物
産
店
等
交
流
広
場
で
は
世

代
を
超
え
た
楽
し
い
ふ
れ
あ

い
の
ま
つ
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。観

光
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
に
も
力
を
入
れ
、
加
賀

と
い
う
地
名
（
江
戸
時
代
、

加
賀
藩
が
あ
っ
た
こ
と
が
由

来
）
が
あ
り
、
石
川
県
金
沢

市
と
交
流
、
海
外
で
は
、
絵

本
展
で
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー

ニ
ア
市
と
二
〇
〇
五
年
以
来

国
際
交
流
、
カ
ナ
ダ
バ
ー
リ

ン
ト
ン
市
と
も
長
年
の
交
流

を
育
ん
で
い
て
、
板
橋
区
庁

舎
正
面
口
前
に
大
き
く
て
ス

テ
キ
な
カ
ナ
ダ
時
計
が
時
を

刻
ん
で
お
り
ま
す
。
教
育
面

で
は
、
令
和
三
年
春
に
区
立

小
中
学
校
の
全
児
童
、
生
徒

へ
パ
ソ
コ
ン
が
配
布
さ
れ
デ

ジ
タ
ル
化
教
育
へ
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

板
橋
に
住
ん
で
い
る
人
々

が
育
ん
で
い
る
緑
と
文
化
を

継
承
し
、
善
意
に
よ
る
安
心
・

去
る
三
月
十
五
日
、
日
本
善
行
会
元

理
事
・
元
広
島
市
支
部
長
の
下
岡
正
行

氏
（
九
十
八
歳
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

下
岡
氏
は
、
平
成
十
一
年
に
善
行
章
を
受
賞
し
、
平
成

二
十
五
年
に
善
行
金
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
十
五
年

に
広
島
市
支
部
が
創
設
さ
れ
、
設
立
当
初
か
ら
支
部
長
と

し
て
、
会
員
増
強
と
支
部
運
営
に
尽
力
し
ま
し
た
。

更
に
、
平
成
二
十
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
日
本
善
行

会
理
事
と
し
て
、
本
会
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
　
報

　　
東
京
都
新
宿
支
部

Ａ
Ｅ
Ｄ
搭
載
車
で

　
　
　
社
会
貢
献
に
！

支
部
長
　
前
田
　
哲
也

公
共
施
設
や
人
が
集
ま
る

場
所
に
は
人
命
救
助
の
為

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
目
立
つ
よ
う

に
置
か
れ
て
い
る
今
日
、
社

会
貢
献
で
自
家
用
車
に
設

置
し
て
一
般
人
初
『
Ａ
Ｅ
Ｄ

搭
載
車
』
と
し
て
運
用
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
永
年
の

愛
車
ト
ヨ
タ
・
マ
ー
ク
Ⅹ
が

車
検
か
ら
帰
っ
て
来
て
準

備
を
始
め
ま
し
た
。
本
体
は

ト
ラ
ン
ク
に
積
み
込
み
固

定
し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
繰

り
返
し
検
討
を
重
ね
、
年
齢

的
に
も
こ
の
時
期
に
や
ら

な
い
と
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
う
気
も
し
て
決
断
し

ま
し
た
。
心
肺
蘇
生
法
の
訓

練
は
し
っ
か
り
と
継
続
し

て
い
る
の
で
更
な
る
上
を

考
え
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
後

部
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
搭
載
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
る
事
に
な
る
の

で
ち
ょ
っ
と
照
れ
臭
い
で

す
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
で

通
常
時
や
ド
ラ
イ
ブ
中
で

も
、
声
を
か
け
て
頂
け
れ
ば

直
ぐ
に
人
命
救
助
の
対
応

が
出
来
る
事
に
な
り
ま
す
。

ま
た
運
転
中
に
災
害
等

で
他
人
を
救
出
す
る
事
に

な
っ
た
時
の
為
に
も
軍
手
・

ゴ
ー
グ
ル
・
ロ
ー
プ
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
…
ジ
ャ
ッ
キ
等
も

直
ぐ
に
出
せ
る
よ
う
に
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
車
用

の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
も
接

続
し
て
防
災
通
信
訓
練
も

毎
月
行
い
い
つ
の
間
に
か

民
間
レ
ス
キ
ュ
ー
カ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日

か
人
様
の
お
役
に
直
接
立

て
る
よ
う
に
社
会
貢
献
を

続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
な
よ
り
良
い
環
境
作
り

が
新
し
い
時
代
に
調
和
し
て

い
る
街
で
す
。

今
ま
で
住
ん
で
き
て
良

か
っ
た
と
、
こ
れ
か
ら
も
次

世
代
の
人
々
が
住
み
続
け
て

い
き
た
い
と
思
う
街
「
板
橋
」

の
四
季
折
々
を
ご
紹
介
し
、

ふ
る
さ
と
自
慢
と
い
た
し
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
に
拡
大
し
、
国
内
で

は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
大
変
な
日
々
が
続
く
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
一
刻
も

早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈
り

つ
つ
、
心
豊
か
な
会
員
の
皆

様
に
も
活
力
を
取
り
戻
せ
る

日
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。


